
第10回　JMAC シンポジウム

バイオ未来予想図
～イノベーションと社会基盤、10年後のバイオ～
JMAC Symposium on the vision of future “Bio”
 - Innovation and social infrastructure for biotechnology in 10 years -

日進月歩で発展するバイオテクノロジー。本年度の JMACシンポジウムでは最新テクノロジーを紹介し、
すぐそこまでやってきているほんの少し先の未来～10年後～を予測します。
そしてそこから、JMACは真のイノベーションが達成されるための着実な社会基盤を整備するために、
国際標準化を軸に今何が本当に必要なのかを議論します。
本シンポジウムでは、最新のテクノロジーの話題と最新の社会基盤構築の話題から、
参加者とともに未来予想図を描くことを 1つのテーマとしています。

特定非営利活動法人バイオ計測技術コンソーシアム（JMAC）

zoomウェビナーによるオンライン開催
2023.01.27 13:30　16:05

the 10th JMAC Symposium
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10 年後のバイオ分野を支える国際標準化

佐藤孝明
株式会社島津製作所
筑波大学／株式会社 iLAC

未病社会に必要な
プレシジョン・メディスン（国内外の動向）

西村邦裕
株式会社テンクー
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